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『
ぎ
や
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』
の
送
り
仮
名　
　
　

柴
田
雅
生
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

国
語
学

て
、
法
令
に
定
め
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
日
本
語
に
お
け
る
送
り
仮
名
が
多
様
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
中
根
淑
『
日
本
文
典
』（
明
治
九
年
）
が
「
古
ヨ
リ
其
ノ
法
定
リ
ナ
シ
、

或
ハ
多
ク
用
フ
ル
者
モ
ア
リ
、
寡
ク
用
フ
ル
者
モ
ア
リ
、
又
多
寡
打
チ
交
ヘ
テ
用
フ

ル
者
モ
ア
リ
、
各
其
ノ
意
ニ
任
セ
テ
之
ヲ
用
フ
ル
ニ
由
リ
、
今
ニ
於
キ
テ
其
ノ
規
則

立
タ
ザ
レ
バ
、
竟
ニ
一
定
ノ
期
ア
ル
コ
ト
ナ
）
2
（
シ
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
古
来
の
事
実

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
に
多
様
で
あ
る

の
か
に
つ
い
て
、
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
）
3
（
い
。
漢
字
と
仮
名

の
関
係
を
扱
っ
た
『
漢
字
講
座
4
漢
字
と
仮
名
』（
一
九
八
九
年
二
月
）
に
お
い
て

送
り
仮
名
を
取
り
上
げ
て
い
る
は
、
佐
々
木
峻
「
古
代
の
送
り
仮
名
」
と
原
口
裕

「
近
代
の
送
り
仮
名
」
で
あ
る
が
、
扱
わ
れ
て
い
る
資
料
は
限
定
的
で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
前
出
の
「
近
代
の
送
り
仮
名
」
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
キ
リ
シ

タ
ン
版
『
ぎ
や
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』
つ
い
て
、
そ
の
送
り
仮
名
の
使
用
実
態
の
一
端

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
い
わ
ゆ
る
キ
リ
シ
タ
ン
版
国
字
本
は
字
書
で
あ
る

『
落
葉
集
』
を
除
き
十
種
類
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
『
ぎ
や
・
ど
・
ぺ
か

ど
る
』
を
対
象
と
す
る
の
は
、
そ
の
本
文
量
が
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
中
で
比
較
的
大
部

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「「
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
」
に
は
、
漢
字
活
字
が
存
在
し
な
い
と

い
う
理
由
で
や
む
な
く
仮
名
書
き
さ
れ
た
語
は
見
当
た
ら
な
い
。
必
要
な
字
は
全
て

用
意
す
る
態
勢
で
臨
ん
だ
の
が
「
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
」
の
印
行
で
）
4
（

あ
」
る
と
評
さ
れ

る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

　

原
口
裕
氏
は
本
資
料
の
送
り
仮
名
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　

書
物
の
性
質
上
、
読
者
へ
の
配
慮
が
十
分
に
行
き
わ
た
っ
て
い
る
聖
典
の
場
合

『
ぎ
や
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』
の
送
り
仮
名

　

―
　

キ
リ
シ
タ
ン
版
の
送
り
仮
名
使
用
の
一
端
　

―
　

柴
田
雅
生＊

一　

は
じ
め
に

　

一
般
の
社
会
生
活
に
お
け
る
現
行
の
送
り
仮
名
に
つ
い
て
は
、
内
閣
訓
令
「
送
り

仮
名
の
付
け
方
」（
一
九
七
二
年
制
定
）
に
よ
り
定
め
が
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、

通
則
と
し
て
七
類
を
た
て
、
さ
ら
に
そ
の
中
に
本
則
・
例
外
・
許
容
と
い
う
項
目
を

た
て
て
い
る
。
国
語
に
関
す
る
法
令
に
は
な
に
が
し
か
の
例
外
措
置
を
含
む
が
、
中

で
も
「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
は
そ
の
細
則
が
多
岐
に
わ
た
り
、
数
多
く
の
例
外
を

許
容
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
と
う
て
い
単
純
な
定
め
と
は
言
い
が
た
い
。

安
田
敏
朗
氏
は
『
国
語
審
議
会　

迷
走
の
60
年）1
（

』
に
お
い
て
、「
送
り
仮
名
」
に
関

し
て
、
当
時
の
国
語
審
議
会
会
長
で
あ
っ
た
土
岐
善
麿
が
新
村
出
か
ら
「
送
り
が
な

を
扱
ふ
と
大
へ
ん
だ
よ
。（
中
略
）
命
と
り
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
ば
を
か
け
ら
れ

た
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
当
用
漢
字
表
や
現
代
か
な
づ
か
い
等
の
先
行
法
令
に
準
じ
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い
わ
ゆ
る
送
り
仮
名
と
は
異
な
り
、
助
辞
の
テ
ニ
ヲ
ハ
な
ど
も
含
め
て
い
る
点
で
区

別
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、『
国
語
学
大
辞
典
』
の
「
送
り
仮
名
」
の
項
）
6
（
目
や
菊
地

圭
介
「「
お
く
り
が
な
」「
す
て
が
な
」
の
語
史
―
含
「
お
く
り
が
な
」「
す
て
が
な
」

の
用
例
一
覧
）
7
（

―
」
な
ど
が
指
摘
す
る
如
く
、
両
者
は
連
続
す
る
。
少
な
く
と
も
キ
リ

シ
タ
ン
た
ち
が
「
送
り
仮
名
」
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
無
頓
着
で
あ
っ
た
と
は
言
い
が

た
い
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

調
査
に
は
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
の
影
印
（
上
巻
―
天
理
図
書
館
蔵
本
・
下
巻

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。（
略
）

　

上
巻
第
一
篇
を
瞥
見
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、（
略
）
動
詞
の
転
成
名
詞
を
含
め

て
、
送
り
仮
名
は
よ
く
送
ら
れ
て
い
る
。（
略
）
不
統
一
な
表
記
、
助
動
詞
や
助

詞
「
て
」
を
接
続
す
る
場
合
の
活
用
語
尾
無
表
記
例
も
混
在
し
、「
有
べ
し
、
成

べ
し
」
な
ど
は
慣
用
の
ま
ま
で
あ
る
が
、（
略
）
丁
寧
な
表
記
例
も
少
な
く
な
い
。

慣
用
表
記
が
固
定
し
て
い
る
「
有
（
連
用
・
終
止
）、
付
て
、
申
て
、
以
て
、
依

て
、
云
く
」、
多
用
さ
れ
る
「
知
し
め
す
、
在
ま
す
」、
複
合
動
詞
の
前
項
「
悔
悲

み
、
尋
深マ

マ

り
て
、
燃
立
給
ふ
、
見
立
奉
る
、
分
入
給
ふ
」
な
ど
を
除
く
と
、
送
り

仮
名
は
統
一
的
で
、
よ
く
送
ら
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

読
者
に
対
す
る
十
分
な
配
慮
が
丁
寧
な
表
記
と
な
り
、
送
り
仮
名
も
ま
た
過
不

足
な
く
統
一
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
表
記
の
歴
史
の
趨
勢
を
、
実
例
を

も
っ
て
示
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

部
分
的
と
は
い
え
実
態
に
基
づ
い
た
分
析
に
よ
り
、
歴
史
的
な
展
開
に
重
き
を
置
く

叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
統
一
的
な
表
記
法
へ
の
志
向
は
近
代
以
降
を
視
野
に

入
れ
れ
ば
確
か
に
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
中
世
末
の
外
国
資
料
に
お
け
る
表
記
に
お
い

て
ど
こ
ま
で
言
い
う
る
も
の
で
あ
る
か
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
よ
く
送

ら
れ
て
い
る
」
に
つ
い
て
も
、
他
と
比
較
し
う
る
具
体
的
な
姿
と
し
て
示
す
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
は
そ
の
実
態
を
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
次
第
で
あ
る
。

　

な
お
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
体
系
的
な
日
本
語
学
習
を
展
開
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
、

現
存
す
る
資
料
か
ら
も
窺
わ
れ
る
が
、「
送
り
仮
名
」
な
る
語
は
見
出
だ
せ
な
い
。

関
連
す
る
も
の
と
し
て
、『
日
本
大
文
典
』
の
綴
り
字
法
の
項
に
「
捨
て
仮
名

（sutegana

）」
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。

　
○
日
本
の
漢
字
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
，‘
よ
み
’
の
こ
と
ば
に
有
る
べ
き

名
詞
の
格
辞
，
動
詞
の
活
用
語
尾
，
そ
の
他
の
助
辞
が
‘
捨
仮
名
’（

Sute-
gana）

と
呼
ば
れ
て
初
め
か
ら
書
か
れ
て
ゐ
な
い
の
で
，
そ
れ
を
‘
よ
み
’

で
読
む
場
合
に
は
，
さ
う
い
ふ
格
辞
な
り
活
用
語
尾
な
り
助
辞
な
り
を
，
別
に

読
み
添
へ
る
か
，
そ
の
漢
字
の
右
側
に
‘
仮
名
’（

Cana），
又
は
，‘
片
仮

名
’（

Catacana）
で
書
き
加
へ
る
か
し
て
，
格
や
時
や
法
な
ど
が
わ
か
る
や

う
に
す
る
。
即
ち
，

V
a（
は
），

ga（
が
），

no（
の
），

ni（
に
），

ye（
へ
），

vo（
を
），

te（
て
），

xite（
し

て
），

xi（
し
），

reba（
れ
ば
），

xeba
（
せ
ば
），

re（
れ
），

qu（
く
），

zu（
ず
），

ba（
ば
），

m
o（
も
），

ta
（
た
），
な
ど
。
又
動
詞
の

X
i（
し
），

Su（
す
），

suru（
す
る
）。

　
5. 

ca（
可
），

2. 
xuri（

修
理
），

1. 
Inja（

神
社
），

4. 
xen（

専
），

3. 
saixiji（

祭
祀
事
）。
即
ち
，

Injauo xurixi，
saixiuo m

opparani subequi 
coto.〔

神
社
を
修
理
し
，
祭
祀
を
専
ら
に
す
べ
き
事
。〕「
式
目
」（

X
iqui-

m
ocu）
　
こ
の
例
で
も
わ
か
る
や
う
に
，
助
辞

X
i（
し
），

vo（
を
），

ni（
に
），

su
（
す
）
を
，
読
む
通
り
に
別
に
加
へ
て
，‘
よ
み
’
の
語
と
な
る
や
う
に
す
る
の

で
あ
る
。

（
5
）
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柴
田
雅
生

通
則
4　
（
活
用
の
あ
る
語
か
ら
転
じ
た
名
詞
で
あ
っ
て
、
も
と
の

語
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
に
よ
っ
て
送
る
語
に
関
す
る
も

の
）

通
則
5　
（
副
詞
・
連
体
詞
・
接
続
詞
に
関
す
る
も
の
）

　

複
合
の
語通

則
6　
（
単
独
の
語
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
に
よ
る
語
に
関
す
る

も
の
）

通
則
7　
（
慣
用
に
従
っ
て
送
り
仮
名
を
付
け
な
い
語
に
関
す
る
も

の
）

　

付
表
の
語1　

（
送
り
仮
名
を
付
け
る
語
に
関
す
る
も
の
）

2　
（
送
り
仮
名
を
付
け
な
い
語
に
関
す
る
も
の
）

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
に
批
判
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
こ

こ
に
は
送
り
仮
名
法
を
い
か
に
し
て
記
述
す
る
か
の
基
本
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
と
考
え
）
₁₁
（

る
。
と
り
わ
け
、
活
用
語
尾
だ
け
で
な
く
、
転
成
名
詞
や
副
詞
・
連

体
詞
・
接
続
詞
等
に
つ
い
て
も
配
慮
し
て
い
る
点
で
、
汎
時
論
的
な
分
析
の
視
点
と

し
て
有
効
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、「
付
表
の
語
」
は
「
当
用
漢
字
表
」
付
表
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
部
分
は
法
令
同
士
の
整
合
性
を
持
た
せ
る
部
分
で
あ
る
と
し
て
顧
慮
す
る
必
要

は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
表
記
の
慣
用
に
関
わ
る
部
分
も
表
記
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
目
的
に
お
い
て
は
不
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
送
り
仮
名
の
分
析
に
お
い
て
重

要
な
も
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
と
言
え
る
。

1　

活
用
語
尾
と
の
関
わ
り
（
活
用
語
尾
に
関
す
る
送
り
仮
名
）

―
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
文
庫
蔵
）
8
（
本
）
を
用
い
、
豊
島
正
之
編
『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る　

本

文
と
索
）
9
（
引
』
お
よ
び
尾
原
悟
編
『
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
双
書 

ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
）
₁₀
（
る
』
を

参
照
し
た
。

二　

送
り
仮
名
分
析
の
視
点

　

送
り
仮
名
を
歴
史
的
に
扱
っ
た
研
究
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
分
析

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
活
用
語
尾
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
確
か
に
近
世
以
前
の

資
料
に
お
い
て
カ
キ
テ
を
「
書
て
」
と
記
す
よ
う
な
活
用
語
尾
を
送
ら
な
い
例
を
見

出
す
こ
と
は
困
難
で
な
く
、
統
一
的
で
な
い
印
象
が
残
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
を

も
っ
て
恣
意
的
と
看
做
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
送
り
仮
名
を
活
用
語
尾
だ
け

で
捉
え
き
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
派
生
語
や
語
の
複
合
な
ど
が
関
わ
り
、
さ
ら
に
は

語
と
し
て
の
表
記
の
慣
用
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
現
行
の
「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
で
は
、「「
本
文
」
の
見

方
及
び
使
い
方
」
に
お
い
て
そ
の
定
め
の
全
体
像
を
示
し
て
い
る
。

一　

こ
の
「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
の
本
文
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

単
独
の
語

　
　

1　

活
用
の
あ
る
語

通
則
1　
（
活
用
語
尾
を
送
る
語
に
関
す
る
も
の
）

通
則
2　
（
派
生
・
対
応
の
関
係
を
考
慮
し
て
、
活
用
語
尾
の
前
の

部
分
か
ら
送
る
語
に
関
す
る
も
の
）

　
　

2　

活
用
の
な
い
語

通
則
3　
（
名
詞
で
あ
っ
て
、
送
り
仮
名
を
付
け
な
い
語
に
関
す
る

も
の
）
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フ
ク
ム　
　
　

含
ま
（
3
）
含
み
（
9
）
含
む
（
7
）

マ
シ
マ
ス　
　

在
さ
（
42
）
在
し
（
30
）
在
す
（
１９８
）
在
せ
（
25
）

多
用
さ
れ
る
漢
字
「
在
」
は
一
例
を
除
き
動
詞
マ
シ
マ
ス
と
対
応
す
る
。
動
詞
ア
リ

と
対
応
す
る
例
が
次
の
如
く
で
あ
る
が
、
マ
シ
マ
ス
と
の
使
い
分
け
は
明
瞭
で
あ
る
。

御
巧
み
に
も
る
ゝ
事
在
べ
か
ら
ず
（
上
40
オ
3
）

と
り
わ
け
、
同
根
の
複
数
の
訓
が
対
応
す
る
漢
字
に
つ
い
て
は
、
次
に
見
る
よ
う
に
、

活
用
語
尾
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
形
を
明
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⎛⎜⎝

ウ
ツ
ス　
　
　

移
さ
（
1
）
移
し
（
4
）
移
す
（
3
）

　

ウ
ツ
ル　
　
　

移
り
（
9
）
移
る
（
1
）

⎛⎜⎝

オ
ソ
ル　
　
　

恐
れ
（
72
）
恐
る
（
9
）
恐
る
ゝ
（
19
）
恐
る
（
2
）

　

オ
ソ
ロ
シ　
　

恐
ろ
し
き
（
3
）
恐
し
き
（
1
）　　
「
恐
敷
」
3
例
あ
り
。

⎛⎜⎝

カ
ク
ス　
　
　

隠
し
（
12
）
隠
す
（
5
）

　

カ
ク
ル　
　
　

隠
れ
（
14
）
隠
る
ゝ
（
2
）

⎛⎜⎜⎜⎝

カ
タ
シ　
　
　

堅
く
（
15
）
堅
き
（
5
）

　

カ
タ
マ
ル　
　

堅
ま
り
（
1
）

　

カ
タ
ム　
　
　

堅
め
（
4
）
堅
む
る
（
1
）

⎛⎜⎝
カ
タ
ム
ク
（
四
段
）　

傾
か
（
1
）
傾
き
（
12
）
傾
く
（
6
）

　

カ
タ
ム
ク
（
下
二
段
）
傾
け
（
5
）
傾
く
る
（
1
）

⎛⎜⎝

ケ
ガ
ス　
　
　

汚
さ
（
3
）
汚
し
（
3
）
汚
す
（
8
）
汚
せ
（
1
）

　

ケ
ガ
ル　
　
　

汚
れ
（
13
）

⎛

ク
ダ
ス　
　
　

下
さ
（
2
）
下
し
（
6
）
下
す
（
2
）

2　

用
言
以
外
の
品
詞
（
転
成
名
詞
等
に
関
す
る
送
り
仮
名
、
転
成
の
語
以
外

を
も
含
む
）

3　

語
の
構
成
（
語
の
複
合
に
関
す
る
送
り
仮
名
）

　

以
下
で
は
、
1
と
2
の
転
成
名
詞
を
中
心
に
具
体
例
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

三　

用
言
の
送
り
仮
名

　

内
閣
訓
令
「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
の
中
心
は
、
通
則
1
と
し
て
示
さ
れ
る
活
用

の
あ
る
語
の
扱
い
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
活
用
語
尾
を
い
か
に
送
る
か
が
焦
点
で
あ
り
、

活
用
語
尾
か
ら
送
る
こ
と
が
原
則
と
し
て
示
さ
れ
る
。『
ぎ
や
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』

に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
活
用
語
尾
を
送
る
も
の
が
軸
と
な
っ
て
い
る
。（
挙
例

は
関
連
す
る
使
用
例
が
合
計
十
例
以
上
見
ら
れ
る
漢
字
か
ら
の
摘
記
と
し
、
括
弧
内

に
そ
の
表
記
形
式
の
用
例
数
を
示
し
た
。
ま
た
、
複
合
語
は
後
考
に
俟
つ
こ
と
と
し

て
除
い
て
い
る
。）

イ
ト
フ　
　
　

厭
ハ
（
5
）
厭
ひ
（
11
）
厭
ふ
（
4
）

ウ
ヤ
マ
フ　
　

敬
ハ
（
1
）
敬
ひ
（
24
）
敬
ふ
（
5
）

カ
ヘ
ル　
　
　

帰
ら
（
2
）
帰
り
（
7
）
帰
る
（
4
）
帰
れ
（
1
）

キ
ラ
フ　
　
　

嫌
ハ
（
6
）
嫌
ひ
（
16
）
嫌
ふ
（
18
）
嫌
へ
（
1
）

コ
ト
ナ
ル　
　

異
な
ら
（
17
）
異
な
り
（
4
）
異
な
る
（
4
）

シ
ル
ス　
　
　

記
さ
（
2
）
記
し
（
1
）
記
す
（
9
）

タ
ガ
フ　
　
　

違
ハ
（
15
）
違
ひ
（
3
）
違
ふ
（
4
）
違
へ
（
3
）

チ
カ
シ　
　
　

近
か
ら
（
4
）
近
き
（
7
）
近
く
（
6
）
近
し
（
4
）

ト
ド
ク　
　
　

届
か
（
1
）
届
き
（
6
）
届
く
（
9
）
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な
い
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
活
用
語
尾
を
明
示
し
な
く
と
も
一
定
の
活
用
形
と
結
び

つ
く
と
解
釈
で
き
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
語
形
と
の
対
応
関
係
が
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い

例
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。

ア
フ　

逢
（
未
然
形
、
2
）
逢
ひ
（
5
）
逢
（
連
用
形
、
5
）
逢
ふ
（
2
）
逢

（
終
止
形
、
2
）
逢
へ
（
2
）

御
内
證
に
逢
奉
る
と
思
ふ
事
の
（
下
36
ウ
6
）
）
₁₂
（

　

御
前
に
出
て
御
糺
明
に
逢
ひ
奉
る
べ
き
者
也
（
上
37
ウ
9
）

是
死
罪
の
落
着
に
逢
ま
じ
き
為
に
と
宣
ふ
也
（
下
56
オ
4
）

二
た
び
か
ゝ
る
殃
に
逢
ふ
ま
じ
き
為
に
（
上
49
ウ
2
）

送
り
仮
名
を
施
さ
な
い
「
逢
」
が
、
未
然
形
（
逢
ざ
る
）
に
も
連
用
形
（
逢
て
）
に

も
、
さ
ら
に
は
終
止
形
（
逢
べ
き
）
に
も
対
応
す
る
が
、
下
接
の
語
に
よ
り
語
形
は

判
別
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
に
示
す
よ
う
に
同
一
の
語
に
対
す
る
送
り
仮
名

の
異
表
記
が
併
存
し
て
い
る
。

ア
タ
ル　
　

當
ら
（
4
）
當
り
（
18
）
當
（
連
用
形
、
7
）
當
る
（
38
）

カ
ク　
　
　

書
き
（
1
）
書
（
連
用
形
、
13
）
書
く
（
1
）

カ
ナ
フ　
　

叶
ハ
（
１５５
）
叶
（
未
然
形
、
10
）
叶
ひ
（
連
用
形
、
38
）
叶
ふ

（
四
段
）　　
（
終
止
・
連
体
形
、
55
）
叶
（
終
止
・
連
体
形
、
11
）

※
下
二
段
で
は
、
叶
へ
（
未
然
・
連
用
形
、
9
）
叶
ゆ
（
1
）

叶
ゆ
る
（
7
）。

カ
ラ
ム　
　

搦
め
（
25
）
搦
（
未
然
・
連
用
形
、
3
）
搦
む
る
（
2
）
搦
る

（
1
）

　

ク
ダ
サ
ル　
　

下
さ
れ
（
3
）
下
さ
る
ゝ
（
12
）
下
さ
る
れ
（
1
）

　

ク
ダ
ル　
　
　

下
り
（
2
）
下
る
（
4
）

⎛⎜⎜⎜⎝

タ
マ
フ　
　
　

給
は
（
４１３
）
給
ハ
（
3
）
給
（
1
）
給
ひ
（
３９７
）
給
ふ
（
１２６１
）

給
へ
（
１０５
）

　

タ
マ
ハ
ル　
　

給
ハ
ら
（
２１１
）
給
り
（
2
）
給
る
（
2
）

⎛⎜⎜⎜⎜⎜⎝

ツ
カ
フ
（
四
段
）　

仕
は
（
1
）
仕
ハ
（
2
）
仕
ひ
（
3
）
仕
ふ
（
4
）

　

ツ
カ
フ
（
下
二
段
）
仕
へ
（
61
）
仕
ふ
る
（
3
）

　

ツ
カ
マ
ツ
ル　
　
　

仕
ら
（
1
）
仕
り
（
3
）
仕
る
（
10
）　　
「
仕
難
き
」

1
例
あ
り
。

⎛⎜⎝

ハ
ナ
ハ
ダ　
　

甚
（
15
）

　

ハ
ナ
ハ
ダ
シ　

甚
し
く
（
6
）
甚
し
き
（
10
）
甚
し
け
れ
（
1
）

　
「
給
（
タ
マ
フ
・
タ
マ
ハ
ル
）」
に
関
し
て
は
、
活
用
語
尾
の
一
部
を
施
さ
な
い
と

い
う
若
干
の
例
外
も
見
ら
れ
、
タ
マ
ハ
ル
の
未
然
形
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
不
変
化

語
尾
を
送
る
が
、
タ
マ
フ
と
タ
マ
ハ
ル
の
区
別
は
明
瞭
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
改
る
（
ア
ラ
タ
ム
ル
）」
が
「
改
ま
る
」
と
区
別
さ
れ
る
例
や
送
り

仮
名
を
伴
わ
な
い
「
過
」
が
他
動
詞
ス
ゴ
ス
と
紛
れ
な
い
表
記
で
あ
っ
た
と
解
釈
で

き
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。

⎛⎜⎝

ア
ラ
タ
ム　
　

改
め
（
25
）
改
む
（
5
）
改
む
る
（
11
）
改
る
（
2
）

　

ア
ラ
タ
マ
ル　

改
ま
り
（
2
）
改
ま
る
（
2
）

⎛⎜⎝

ス
グ　
　
　
　

過
（
未
然
・
連
用
形
、
24
）
過
る
（
3
）

　

ス
ゴ
ス　
　
　

過
さ
（
1
）
過
す
（
4
）
過
せ
（
2
）

こ
の
「
過
」
の
例
の
よ
う
に
、
多
用
さ
れ
る
連
用
形
に
お
い
て
は
活
用
語
尾
を
施
さ

⎜⎜⎝
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一
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1
例
）

終
止
形　

最
下
の
が
ら
さ
に
住
す
る
と
云
と
も
（
上
62
ウ
13
、
4
例
）

連
体
形　

如
何
許
あ
り
や
否
や
と
云
事
を
糺
明
せ
よ
（
下
69
オ
14
ほ
か
体

言
が
下
接
、
91
例
）

　
　
　
　

尚
哀
な
る
事
と
云
パ
（
上
１００
ウ
16
ほ
か
、
19
例
）

形
容
詞
・
形
容
動
詞
に
お
い
て
も
、

ア
タ
ラ
シ　
　
　

新
き
（
14
）
新
し
き
（
1
）
新
く
（
5
）
新
し
く
（
2
）

イ
ヤ
シ　
　
　
　

賤
し
か
ら
（
1
）
賤
し
く
（
1
）
賤
く
（
2
）
賤
し
き

（
3
）
賤
き
（
10
）
賤
し
け
れ
（
1
）

ア
ワ
レ
ナ
リ　
　

哀
れ
な
る
（
1
）
哀
な
る
（
18
）

ス
ミ
ヤ
カ
ナ
リ　

速
な
ら
（
2
）
速
に
（
8
）
速
か
に
（
1
）

の
如
く
、
同
一
語
形
に
対
す
る
表
記
に
は
い
さ
さ
か
の
例
外
を
見
出
せ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
挙
例
に
は
い
と
ま
が
な
く
、
詳
細
は
別
に
報
告
す
る
こ
と
と
す
る

が
、
多
数
を
占
め
る
表
記
形
式
が
あ
る
一
方
で
異
表
記
は
少
数
に
留
ま
る
語
が
多
く
、

拮
抗
す
る
場
合
は
稀
で
あ
る
。

四　

体
言
の
送
り
仮
名

　

体
言
に
は
、
転
成
名
詞
と
そ
れ
以
外
の
名
詞
、
す
な
わ
ち
活
用
語
と
の
派
生
関
係

の
有
無
に
基
づ
く
二
類
が
想
定
で
き
る
。
転
成
名
詞
は
、「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」

の
通
則
4
で
「
活
用
の
あ
る
語
か
ら
転
じ
た
名
詞
及
び
活
用
の
あ
る
語
に
「
さ
」、

「
み
」、「
げ
」
な
ど
の
接
尾
語
が
付
い
て
名
詞
に
な
っ
た
も
の
は
、
も
と
の
語
の
送

タ
フ
ト
シ　

貴
か
ら
（
1
）
貴
く
（
2
）
貴
し
（
1
）
貴
き
（
61
）
貴
（
連
体

形
、
2
）

マ
ウ
ス　
　

申
さ
（
23
）
申
し
（
2
）
申
（
連
用
形
、
21
）
申
す
（
6
）
申

（
終
止
・
連
体
形
、
35
）
申
せ
（
6
）

タ
ヅ
ヌ　
　

尋
ね
（
13
）
尋
（
未
然
・
連
用
・
命
令
形
、
13
）
尋
ぬ
（
3
）
尋

ぬ
る
（
2
）
尋
る
（
8
）

⎛⎜⎝

面
々
の
心
に
か
こ
つ
け
を
尋
ね
ず
と
い
ふ
事
な
し
（
下
2
オ
10
）

同
じ
ご
と
く
に
道
理
を
尋
ず
と
（
下
65
オ
6
）

⎛⎜⎝

Ｄ
の
御
國
と
其
憲
法
を
尋
ね
よ
（
上
１０１
ウ
4
）

尋
よ
、
見
付
べ
し
、
扣
け
（
上
95
ウ
5
）

中
に
は
、「
云
」
の
如
く
、
下
接
語
に
よ
っ
て
活
用
語
尾
を
送
る
か
否
か
が
使
い
分

け
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
（
二
重
傍
線
は
下
接
語
を
示
す
）。

イ
フ　
　
　

云
ハ
（
3
）
云
（
未
然
形
、
96
）
云
ひ
（
1
）
云
（
連
用
形
、

3
）
云
（
終
止
・
連
体
形
、
１１４
）

未
然
形　

浅
間
敷
哀
な
る
事
を
云
ハ
ゞ
（
上
89
ウ
11
ほ
か
、
3
例
）

　
　
　
　

然
じ
て
其
身
ハ
云
く
、
数
年
の
畜
へ
莫
太
な
れ
ば
（
下
3
オ
9

ほ
か
、
90
例
）

　
　
　
　

争
か
真
の
宝
と
ハ
云
ん
や
（
下
41
オ
15
ほ
か
、
6
例
）

連
用
形　

上
を
犯
す
逆
罪
と
云
ひ
Ｄ
に
對
し
奉
る
狼
籍
を
ば
（
上
20
オ
10
、

1
例
）

　
　
　
　

い
ひ
と
云
し
辞
（
上
35
オ
9
、
1
例
）

　
　
　
　

ま
ん
な
と
云
て
甘
味
深
き
天
食
を
（
上
10
ウ
3
、
1
例
）

　
　
　
　

Ｄ
の
御
蔵
の
か
ぎ
を
渡
し
給
ふ
者
と
も
云
つ
べ
し
（
上
96
オ
4
、
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し
、
基
本
的
に
は
送
り
仮
名
（
捨
て
仮
名
）
を
施
さ
な
い
形
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。ア

ヒ
ダ
―
間
（
58
）　

ク
ニ
―
國
（
54
）　

ナ
ミ
ダ
―
涙
（
29
）

ホ
カ
―
外
（
１４５
）　

ホ
ノ
ホ
―
焰
（
31
）　

マ
ナ
コ
―
眼
（
67
）

ミ
ナ
―
皆
（
91
）　

ヨ
ロ
ヅ
―
萬
（
82
）

動
詞
オ
キ
ツ
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
掟
」（
55
例
）
も
、『
日
葡
辞
書
』
に
名

詞
オ
キ
テ
は
立
項
す
る
も
の
の
動
詞
オ
キ
ツ
は
掲
載
し
な
い
こ
こ
と
か
ら
、
派
生
関

係
は
認
識
に
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
落
葉
集
』
に
お
い
て
は
「
掟
」

字
を
掲
出
せ
ず
、
オ
キ
テ
の
訓
を
施
す
の
は
「
藝
」
字
の
み
で
あ
る
。

　
「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
の
通
則
4
の
例
外
に
相
当
す
る
例
と
し
て
は
、「
ヘ
ダ
テ

―
隔
（
17
例
）
隔
て
（
1
例
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
動
詞
と
し
て
の
例
は
一
例
の
み

で
あ
る
が
、「
其
中
を
隔
て
ら
る
ゝ
事
ハ
（
下
45
ウ
14
）」
と
活
用
語
尾
を
送
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
名
詞
と
し
て
は
送
り
仮
名
を
伴
わ
な
い
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、

連
用
形
（
と
り
わ
け
テ
を
下
接
す
る
場
合
）
に
活
用
語
尾
を
送
ら
な
い
例
が
少
な
く

な
い
た
め
、
転
成
名
詞
と
も
と
の
連
用
形
の
関
係
は
一
様
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

右
に
挙
げ
た
ヘ
ダ
テ
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
特
定
の
表
記
形
式
に
固
定
す
る
傾

向
を
見
せ
る
一
方
、
用
言
の
場
合
と
同
様
、
二
種
類
以
上
の
表
記
形
式
が
見
ら
れ
る

も
の
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。

イ
ツ
ハ
リ
―
偽
り
（
36
）
偽
（
1
）　

コ
ト
ワ
リ
―
理
り
（
29
）
理
（
3
）

タ
ト
ヘ
―
譬
（
8
）
譬
へ
（
7
）　

タ
ノ
シ
ミ
―
楽
み
（
87
）
楽
し
み
（
2
）

ヒ
カ
リ
―
光
（
91
）
光
り
（
4
）　

タ
ダ
シ
テ
―
糺
手
（
13
）
糺
し
手
（
1
）

り
仮
名
の
付
け
方
に
よ
っ
て
送
る
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
基
本
は
活
用
語
尾
に
相
当

す
る
部
分
を
送
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
例
外
」
の
項
に
「
こ
こ
に
掲
げ

た
「
組
」
は
、「
花
の
組
」、「
赤
の
組
」
な
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
場
合
の
「
く
み
」

で
あ
り
、
例
え
ば
、「
活
字
の
組
み
が
ゆ
る
む
。」
な
ど
と
し
て
使
う
場
合
の
「
く

み
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
光
」、「
折
」、「
係
」
な
ど
も
、
同
様
に
動
詞

の
意
識
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
使
い
方
の
場
合
は
、
こ
の
例
外
に
該
当
し
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
本
則
を
適
用
し
て
送
り
仮
名
を
付
け
る
。」
と
記
す
こ
と
で
明
ら
か
な

よ
う
に
、
語
源
論
的
に
派
生
関
係
が
措
定
で
き
る
用
言
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
の
意
味
用
法
に
応
じ
て
送
り
仮
名
の
送
り
方
が
変
わ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
『
ぎ
や
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ア
マ
リ　
　

餘
り
（
5
）　

―　

餘
り
（
6
）
餘
る
（
6
）
餘
れ
（
1
）

　
　
　
　
　
　

※
こ
の
ほ
か
、
副
詞
「
餘
り
に
」
も
10
例
あ
り
。

ア
ワ
レ
ミ　

憐
み
（
28
）　

―　

憐
ま
（
2
）
憐
み
（
3
）

イ
カ
リ　
　

嗔
り
（
14
）　

―　

嗔
れ
（
2
）

ウ
タ
ガ
ヒ　

疑
ひ
（
28
）　

―　

疑
ふ
（
4
）

マ
ヨ
ヒ　
　

迷
ひ
（
57
）　

―　

迷
ハ
（
4
）
迷
ひ
（
6
）
迷
ふ
（
3
）
迷
へ

（
1
）

ヤ
シ
ナ
ヒ　

養
ひ
（
20
）　

―　

養
ひ
（
6
）

比
較
的
多
用
さ
れ
る
例
を
見
る
に
、
下
段
の
動
詞
の
活
用
語
尾
に
相
当
す
る
部
分
を

送
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。
そ
し
て
、
送
り
仮
名
の
送
り

方
も
原
則
と
し
て
一
定
で
あ
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
対
応
す
る
動
詞
が
本
文
中
に

見
ら
れ
な
い
「
惠
み
」（
40
例
）
な
ど
も
同
様
に
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

活
用
語
と
の
派
生
関
係
が
想
定
で
き
な
い
語
に
お
い
て
も
一
定
の
表
記
形
式
を
示
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

言
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
一
定
の
ひ
な
形
に
基
づ
い
て
使
用
実
態
を
分
析
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
『
ぎ
や
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』
に
お
け
る
送
り
仮
名
の
特
徴
の
摘
記
に
終
始

し
た
。
用
言
・
体
言
以
外
の
語
や
複
合
語
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

注（
1
）　

二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
講
談
社
刊
（
講
談
社
現
代
新
書
）。

（
2
）　

三
宅
武
郎
編
『
お
く
り
が
な
法
資
料
集
』（
一
九
六
二
年
五
月
、
明
治
書
院
刊
）
所
収
に
よ
る
。

（
3
）　

坂
口
至
「
近
世
初
期
の
送
り
仮
名
―
和
泉
流
古
狂
言
『
和
泉
家
古
本
』
の
場
合
―
」（『
国
語
国
文

学
研
究
』
二
五
、
一
九
八
九
年
九
月
）
が
「
送
り
仮
名
の
歴
史
的
変
遷
を
描
く
に
は
、
多
く
の
地
道

な
実
態
調
査
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
。」
と
述
べ
た
状
態
か
ら
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う

に
思
え
る
。

（
4
）　

豊
島
正
之
「
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る 

解
説
」（
尾
原
悟
編
『
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
双
書 

ぎ
や
ど
ぺ
か
ど

る
』、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
教
文
館
）。

（
5
）　

土
井
忠
生
訳
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』（
一
九
五
五
年
三
月
、
三
省
堂
）
に
よ
る
。

（
6
）　

一
九
八
〇
年
九
月
、
東
京
堂
出
版
刊
。
項
目
執
筆
は
築
島
裕
氏
。

（
7
）　
『
語
文
（
日
本
大
学
）』
第
九
四
号
（
一
九
九
六
年
三
月
）
所
収
。

（
8
）　
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
38 

き
り
し
た
ん
版
集
一
』（
一
九
七
六
年
五
月
、
八
木
書
店
刊
）。

（
9
）　

一
九
八
七
年
二
月
、
清
文
堂
刊
。
同
書
の
漢
字
索
引
篇
に
は
、
索
引
本
文
と
し
て
漢
字
別
に
語
表

記
形
式
の
一
覧
が
挙
げ
ら
れ
、
語
表
記
の
概
略
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
用
例
数

は
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
本
稿
に
お
い
て
も
重
要
資
料
と
し
て
参
照
し
て
い
る
。

（
10
）　

二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
教
文
館
刊
。

（
11
）　

も
と
よ
り
、
前
書
き
に
記
す
「
法
令
・
公
用
文
書
・
新
聞
・
雑
誌
・
放
送
な
ど
、
一
般
の
社
会
生

活
」
以
外
の
「
科
学
・
技
術
・
芸
術
そ
の
他
の
各
種
専
門
分
野
や
個
々
人
の
表
記
」
に
相
当
す
る
場

合
や
、
使
用
漢
字
に
原
則
と
し
て
振
り
仮
名
を
添
え
る
表
記
様
式
の
場
合
を
除
く
。

（
12
）　

所
在
表
示
は
原
本
の
丁
付
け
に
よ
る
。
以
下
も
同
じ
。

カ
ガ
ミ
―
鏡
（
39
）
鏡
み
（
2
）　

カ
ム
リ
―
冠
（
13
）
冠
り
（
1
）

ク
サ
リ
―
鎖
（
9
）
鎖
り
（
3
）　

シ
ル
シ
―
験
（
10
）
験
し
（
3
）

シ
ワ
ザ
―
業
（
14
）
業
ざ
（
3
）　

タ
メ
シ
―
例
し
（
12
）
例
（
6
）

タ
グ
ヒ
―
類
ひ
（
11
）
類
（
6
）　

ツ
ミ
―
罪
（
１０８
）
罪
み
（
1
）

ヒ
ト
ツ
―
一
ツ
（
１５５
）
一
（
14
）　

フ
タ
ツ
―
二
ツ
（
77
）
二
（
13
）

ホ
マ
レ
―
誉
（
41
）
誉
れ
（
11
）　

ミ
ツ
―
三
ツ
（
43
）
三
（
5
）

モ
ト
ヒ
―
基
（
17
）
基
ひ
（
11
）　

ワ
ザ
ワ
ヒ
―
災
（
26
）
災
ひ
（
7
）

ワ
ザ
ワ
ヒ
―
殃
（
10
）
殃
ひ
（
4
）

語
に
よ
る
違
い
は
当
然
の
如
く
存
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
体
言
に
お
い
て
も
少
数
な
が

ら
多
数
を
占
め
る
表
記
形
式
と
異
な
る
表
記
が
併
存
し
て
い
る
。
し
か
も
、
転
成
名

詞
で
あ
る
か
否
か
に
は
関
わ
り
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
統
一
的
な
送
り
仮
名
法
を
志
向
す
る
と
見
て
と
れ
る

反
面
で
、
多
く
の
語
に
お
い
て
少
し
ず
つ
異
な
る
表
記
形
式
を
伴
う
の
が
、『
ぎ

や
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』
の
送
り
仮
名
の
実
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
わ
ず
か

な
が
ら
の
例
外
が
存
在
す
る
の
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

送
り
仮
名
の
変
遷
に
関
し
て
も
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

五　

お
わ
り
に

　

日
本
語
の
表
記
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
語
形
が
同
定
で
き
る
か
に
懸
か
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
送
り
仮
名
は
活
用
や
品
詞
性
だ
け
で
な
く
、
漢
字
と

訓
の
関
係
、
複
合
語
に
お
い
て
は
語
と
し
て
の
結
合
度
、
さ
ら
に
キ
リ
シ
タ
ン
版
に

お
い
て
は
活
字
の
組
版
な
ど
に
も
関
わ
る
事
項
で
あ
る
。
単
純
な
ま
と
め
方
は
困
難

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
実
態
を
ま
ず
は
し
っ
か
り
整
理
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
先
決
と


